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１．はじめに  

我が国における現行の河川流量観測では、低水時にはプライス流速計や電磁流速計が用いられ、洪水時には

浮子を用いた調査が一般に実施されている。近年、計測機器の開発により、洪水時の観測手法として ADCP

（超音波ドップラー流向流速計）計測法が注目されている。この手法は高水位（大水面、大水深域）の通過断

面内流量を計測する事例が多く、低水位（小水深域）での観測事例は少ない。 

そこで著者らは、プライス流速計と ADCP を用いて同日のほぼ同時刻に低水時の流量観測を行い、観測値

の違いについて検証を行ったので報告する。 

２．ADCP による流量観測の概要 

ADCP（Acoustic Doppler Current Profiler）とは、水中に超音波を発信し、ド

ップラー変調を受けた反射波の周波数を解析することにより、河道断面内の

３次元の流速分布を測定する手法である。計測データはロガーに記録され、

計測終了後、解析処理を行い、流速分布、横断形状、全流量を得る。 

機器の特性として、水面付近及び河床付近の流速は観測不能であるが、専

用ソフトにてこの部分の計測流量を補間し、観測範囲の全断面流量が算出可

能となっている。水深の浅い 50cm 程度以下では、周波数設定に左右される

ものの、計測誤差が大きくなるので、観測断面端部については、流量補正が

必要となる場合もある。 

観測は、2012 年 6 月 27 日と同年 7 月 4 日の２回実施した。 

通常観測（プライス流速計等による観測）は、指定箇所の両岸に設置済

みの固定杭上に、一般の船からも認識できる目印等を設けたワイヤーを水

面まで弛まないように緊張し、船をワイヤーロープに固定して観測を実施

している。ADCP 移動観測は、このワイヤーロープをガイドラインとして

利用し、通常使用するボートに曳航用ボートを支えて移動する方法（支え

移動方法：図 1 参照）で往復観測（移動速度 30m/min 周波数 1200kHz）を実施した。 

３．観測結果と考察 

（１）6月 27 日、7月 4日の観測結果 

観測結果の一例として、全流量を表 1、流速分布図

を図 2（6/27 観測）、図 3（7/4 観測）に示す。 

ADCP と通常の観測を対比すると以下が分かる。 

・全流量で見れば、ADCP 観測も良好な結果（通常観

測との差 5%程度）が得られている。 

・鉛直平均流速の横断分布をみると、どちらの観測日においても ADCP の結果が大きい傾向を示している。 

・鉛直流速分布をみると、ADCP 計測最上部（水深 50cm 付近）の流速が他水深に比して相対的に差が大きい。

（特に 6/27 観測） 
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表 1 観測全流量の対比表 

観測日時
全断面積

（m2）

全断面平均流速
（m/s）

全流量

（m3/s）

流量比
(%)

2012/06/27/15 142.6 0.13 18.3 ---

ADCP観測 復路 2012/06/27/16 136.5 0.13 17.8 97.4

2012/07/04/11 148.9 0.22 32.5 ---

ADCP観測 往路 2012/07/04/11:30 139.4 0.24 34.1 104.9

通常観測

K河川　F地点観測所名

項目

通常観測
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       図 2 流速分布図（6月 27 日観測）       図 3 流速分布図（7月 4日観測） 

（２）考察 

ADCP 計測最上部（水深 50cm 付近）の流速が通常に比して大きく観測された結果、鉛直平均流速が通常観

測に比べて大きくなったと考えられるため、計測条件の設定や観測データの処理方法が課題となる。今後は、

ボートに通常流速計を取り付けて表層流速値を得て補完するなどの工夫が必要と考えられる。また、今回用い

た支え移動方法では人力ゆえの定速移動に難もあって、観測結果に影響を与えた懸念があるため、移動観測方

法についても工夫の余地がある。 

４．おわりに  

改定版河川砂防技術基準(Ｈ24 年 6 月)にも記載されている様に、ADCP は流水断面内の流速分布と断面積

を同時に計測できる点に特徴があり、通常観測に比べ計測所要時間の短縮が可能である。 

今回行った低水位での ADCP 観測でも、良好な結果（誤差 5%程度）が得られており、低水位での ADCP 観

測は、水面変動が小さく浮遊物が少ない等 ADCP 観測の計測誤差要因が少ないため有力な流量観測手法と考

えられる。計測最上部のデータ処理や安定した測線間の移動方法を工夫することで、より効率的で高精度の観

測手法になることが期待できる。 

今回は通常観測（2 点法）との対比であるが、今後は精密法の観測も実施し、これらの対比も含めて、観測

精度の向上に寄与したいと考えている。 
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